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次の図のように、直角二等辺三角形の１つの角を１つの点のまわりに集まるよ

うにならべていくと、８つで正方形ができます。 

この図を見て、たけしさんとかすみさんが話をしています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３６０÷４５は、どのようなことを計算している式なのか、言葉と数を使って

書きましょう。 

その際、「３６０」と「４５」が何を表しているかがわかるように、答えの欄
ら ん

の言葉に続くようにして書きましょう。 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校第５学年用「Ｓイチ」 

たけし「どうして８つでぴったりつくることができるのかな？」 

かすみ「３６０÷４５＝８で、商が８になって割り切れるからだよ」 

たけし「３６０÷４５は、どのようなことを計算しているの？」 

・「３６０」は、 

 

・「４５」は、 

 

・だから、「３６０÷４５」は、 



 

答え（例） 

・「３６０」は、１回転した角の大きさを表しています。 

・「４５」は、直角二等辺三角形の４５°の角の大きさ（１つの角の大きさ）を表しています。  

・だから、「３６０÷４５」は、３６０°の角の中に４５°の角がいくつ入るかを計算して

いる式です。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間
ま

ちがっていたら、どこで、何
な に

を間
ま

ちがえたのか確認
か く に ん

し、もう一回
い っ か い

、 

答え
こ た   

を見
み

ないでやってみよう。 

 

 
 
 
 
 
 
 

※ 上記の３つのことが書かれていれば正解 

・「３６０」は、 

 

・「４５」は、 

 

・だから、「３６０÷４５」は、 


